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第１７回出雲市原子力発電所環境安全対策協議会 

 

               日  時 令和６年１１月１８日（月） 

               時  間 午前１０時００分～午前１１時３１分 

               場  所 出雲市役所６階 全員協議会室 

 

～会議録～ 

○内藤防災安全部長   

よろしくお願いをいたします。 

 初めに、携帯電話、スマートフォンにつきましては、電源をお切りになるか、マナ

ーモードに設定をしていただきますようお願いいたします。 

 続きまして、配付資料の確認をさせていただきます。 

 委員の皆様には、「次第」「出席者名簿」「本協議会の設置要綱」のほか、議題の

資料として、「資料１」「資料２」及び「資料４」については、事前に送付をいたし

ております。本日御持参いただくようにお願いしております。 

 また、「資料３」につきましては、本日、皆様の席に配付させていただいておりま

す。お手元に資料がない場合がございましたら、事務局までお申出をください。 

 本日の会議は、お手元の次第に従いまして進めさせていただきます。説明の後、質

疑の時間を取りますので、円滑な進行に御協力をお願いいたします。 

 そして、発言いただく場合は、マイクがそれぞれ委員の皆様のところにあると思い

ますが、そこにスイッチがございます。お手元のマイクのスイッチを入れて、御発言

をお願いいたします。また、発言が終わられましたら、そのスイッチを切っていただ

きますようにお願いいたします。 

 そして、本日の会議は公開とさせていただいております。会議録作成のための録音

及び市ホームページへの掲載についても、あらかじめ御了承いただきますようにお願
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いいたします。 

 以上、事務連絡とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 それでは時間が参りましたので、第１７回出雲市原子力発電所環境安全対策協議会

を開催させていただきます。 

 初めに、会長であります、出雲市長、飯塚俊之が御挨拶を申し上げます。 

○飯塚市長   

皆さん、おはようございます。 

 本日は、第１７回の出雲市原子力発電所環境安全対策協議を開催いたしましたとこ

ろ、委員の皆様方には、何かと御多用のところ、御出席いただきまして、本当にあり

がとうございます。 

 また、委員の改選等ございまして、新しい委員の皆様方もいらっしゃるわけでござ

いますけれども、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 さて、平成２８年４月に、中国電力は国の原子力規制委員会に対し、島根原発２号

機の安全対策設備のさらなるバックアップである特定重大事故等対処施設、いわゆる

テロ対策施設の設置について申請を行っております。 

 先月２３日に、原子力規制委員会はこの申請を許可し、同月２５日に、本市は中国

電力から報告を受けたところであります。 

 本市では、今後、中国電力との安全協定に基づき、特定重大事故等対処施設の設置

について、意見を提出する考えでございます。 

 また、本件について、県から意見照会がありましたので、これに回答する予定であ

ります。 

 本市の意見は、本日のこの協議会や、また午後には、顧問会議も開催する予定とし

ておるところでございます。その顧問会議、また市議会等での意見を踏まえて取りま

とめる考えでございます。 

 本日は、中国電力島根原子力本部から、三村本部長、井田副本部長に出席をいただ
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き、特定重大事故等対処施設の概要、また再稼働に向けた準備が進められている２号

機の状況について説明をいただくこととしております。特定重大事故等対処施設につ

いては、テロ対策施設であるため、説明いただける内容に制約があると聞いておりま

すが、中国電力の皆様にはできるだけ分かりやすく説明いただき、また委員の皆様に

は活発な御意見をいただくことをお願いして、開会に当たっての御挨拶とさせていた

だきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○内藤防災安全部長   

それでは、議題に入ります前に、委員の交代等について御報告させていただきま

す。 

 各種団体の委員の改選等に伴いまして、前回以降１１名の委員の方が交代されてお

ります。本来であれば、お一人ずつ御紹介をさせていただくところではございますが、

時間の都合上、お配りしております出席者名簿にて代えさせていただきます。 

 なお、委員名簿の備考欄に（新任）の記載がある方が交代された方でございます。 

 また、本日この会議に出欠状況も記しておりますが、本日のところで、出席の回答

をいただいておりました４番、ＪＡしまねの出雲地区本部長の珍部様、そして、３０

番、新日本婦人の会出雲支部長の景山様が本日急遽御欠席の回答をいただいたところ

でございますので、御訂正をお願いいたします。 

 続きまして、本日の会議で説明をしていただきます中国電力の皆様を御紹介いたし

ます。 

 中国電力株式会社、常務執行役員、島根原子力本部長、三村秀行様でございます。 

○三村本部長   

三村でございます。よろしくお願いします。 

○内藤防災安全部長   

同じく、島根原子力本部、副本部長、井田裕一様でございます。 

○井田副本部長 



－4－ 

 井田でございます。よろしくお願いいたします。 

○内藤防災安全部長   

よろしくお願いいたします。 

 それでは、会議に入らせていただきます。会議の進行は、会長にお願いいたします。 

○飯塚市長   

それでは、会議を進めさせていただきたいと思います。 

 まずは、次第に沿って、「島根原子力発電所２号機の特定重大事故等対処施設等の

設置に係る市の対応について」ということで説明をお願いします。 

○角原子力防災室長   

出雲市防災安全課原子力防災室の角と申します。私のほうから、次第１について

説明させていただきます。座って説明させていただきます。 

 それでは、お手元の資料１を御覧ください。 

 特定重大事故等対処施設等につきましては、以下、特重施設等と省略させていただ

きますので御了承ください。 

 市長の挨拶にもありましたけれども、特重施設等については、平成２８年度に議論

をしておりまして、本協議会でも説明を聞いていただき、御意見をいただいておりま

す。ただ、その後、かなり期間が経過しておりまして、交代された委員も多うござい

ますので、初めに、これまでの経過を説明させていただきます。 

 資料１の１ページ、１番、特重施設等の設置に係る主な経過を御覧ください。 

 原子力発電所の立地自治体である県、松江市と、中国電力が締結している安全協定

では、中国電力が原子力施設に重要な変更を行おうとするときは、事前に、県及び松

江市の了解を得ることが定められております。 

 島根原子力発電所２号機に係る特重施設等の設置についても、この重要な変更に当

たることから、２号機本体とは別に、事前了解手続が取られており、平成２８年４月

に、中国電力から県と松江市に対して、事前了解願いが提出されています。 
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 また、この際、出雲市を含む周辺自治体については、中国電力から報告を受けると

ともに、県から意見照会を受けております。 

 当時、本市では、この安全対策協議会をはじめ、市議会、専門家で構成します原子

力安全顧問会議において、中国電力の説明を聞いていただき、そこでいただいた御意

見を踏まえ、中国電力が特重施設等の設置について、原子力規制委員会に申請するこ

とを了解する旨を回答しております。 

 また、県におきましても、県議会や関係自治体等の意見を踏まえまして、特重施設

等の設置について申請することを了解する旨を中国電力に回答されております。 

 これを受けまして、中国電力では、平成２８年７月に、特重施設等の設置に係る申

請書を原子力規制委員会に提出されております。これまで原子力規制委員会で審査が

行われておりましたが、市長が挨拶で申し上げたとおり、先月２３日に、原子力規制

委員会は特重施設等の設置に係る申請を許可し、同月２５日に、本市は中国電力から

報告を受けました。 

 資料１の２ページに、参考資料１としまして、中国電力からの報告文書を掲載して

おりますので、御参照ください。 

 また、同日付で、本件について県から意見照会がございました。これは県との覚書

に基づきまして、県が事前了解の回答を行うに当たっては、本市を含む周辺市の考え

を聞くこととされているために行われたものでございます。 

 ３ページに、参考資料２としまして、意見照会の通知を掲載しておりますので、こ

ちらも御参照ください。 

 １ページに戻っていただきまして、２番の市の対応についてでございます。 

 このたび、中国電力から報告を受け、また県から意見照会のあった島根原発２号機

に係る特重施設等の設置につきましては、平成２８年当時と同様に、本協議会をはじ

め、市議会、原子力安全顧問会議の意見を踏まえ、県及び中国電力に対して、本市の

意見を提出する予定でございます。 
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 この後、特重施設等の概要や国の審査結果について説明を行いますので、特重施設

等の設置について、委員の皆様からの御意見をお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

○飯塚市長   

先ほどの説明に対して、質問等のある方は挙手の上、御発言をお願いいたします。 

 よろしいですかね。今後の対応でございますので。 

 それでは続いて、「島根原子力発電所２号機 特定重大事故等対処施設及び所内常

設直流電源設備（３系統目）の概要について」及び次第３の（３）ですね、「特定重

大事故等対処施設等に係る国の審査結果について」、これは関連がありますので、中

国電力と事務局から続けて説明をお願いします。 

○三村本部長   

皆さん、おはようございます。中国電力島根原子力本部の三村でございます。説

明に入る前に、一言御挨拶を申し上げます。 

 出雲市原子力発電所環境安全対策協議会の皆様方には、平素から当社事業運営に御

理解をいただき、本当にありがとうございます。 

 また、本日、このように説明の機会をいただき、重ねて御礼を申し上げます。 

 まず最初に、火災の関係でございます。今年４月と９月に火災が起こりまして、先

月、最終報告を当社のほうで出させていただきました。再発防止対策、原因等を取り

まとめたものでございますけれども、先月、各自治体様の執行部にも立入検査に入っ

て立入調査をしていただきまして、その場でも当社の再発防止を御説明させていただ

いてございます。これらの取組について、しっかり進めていきたいと考えてございま

す。 

 次に、先ほど、今ございました特定重大事故等対処施設でございますけれども、今

日後ほど御説明をさせていただきますけれども、この後準備が整えば、設備の詳細設

計を記載いたしました書類を原子力規制委員会に提出をして、引き続き審査を受けて
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いきたいと考えてございます。引き続き安全確保が万全にできるように進めていきた

いと考えてございます。 

 次に、島根２号機再稼働の関係でございます。 

 １０月２８日に安全対策について全て終了ということを公表させていただきまして、

その後、同日、原子炉の中に燃料を入れるという作業に入りました。１１月３日には

全ての燃料、２号機５６０体の燃料がございますけれども、これを全て原子炉に装荷

した、装填した状態でございます。 

 その後、従来１２月に原子炉起動ということは公表をさせていただいてございまし

たけれども、１２月７日に原子炉を起動するということで、国に書類を提出してござ

います。これは原子炉に燃料も入れましたので、一定の工程の見通しが立ったという

ことで書類を提出したものでございますけれども、いずれにしても、今再稼働、約 

１３年ぶりの稼働ということで、一歩ずつ確認をしながら、安全第一で進めてござい

ます。いずれにしても、この日程ありきではなかなか進まない、進めないというふう

に考えてございますので、その辺りは御理解のほど、よろしくお願いいたします。 

 それでは、これから副本部長の井田のほうから説明のほうはさせていただきます。

本日はよろしくお願いをいたします。 

○井田副本部長  

 皆様、失礼いたします。改めまして、島根原子力本部の井田でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。説明、すみません、座ってさせていただきます。 

 それでは、ただいまからお手元の資料２を用いまして、説明をさせていただきます。 

 タイトルを御覧いただきますと、特定重大事故等対処施設と、少し長いです、所内

常設の直流電源設備（３系統目）というものでございます。実は、この２点につきま

して、セットで申請をして、先月、原子力規制委員会のほうから許可が出たというも

のでございまして、この２点の概要につきまして、これから御説明を申し上げます。 

 まずは、２ページ目を御覧ください。 
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 「特定重大事故等対処施設の設置について」ということでございまして、続きまし

て、３ページには、その施設の概要を絵とともに示しているところでございます。 

 ３ページをお願いいたします。 

 下のほうに図がありまして、原子炉建物のほうに飛行機が当たっている絵が描いて

ございますけれども、このように故意に大型航空機が衝突するですとか、あるいはそ

のほかテロリズムによりまして、原子力発電所の炉心の損傷が発生するおそれがある

場合に、現状、既に原子炉建物の右にも左にも赤い可搬型の車両が書いてございます

けれども、こちらは水を入れるための可搬型の設備でございます。現状、こういった

可搬型の設備等をあらかじめ分散配置をして、スタンバイをして対応させるというこ

とで、原子炉の格納容器を冷却するということで対策ができているという状況でござ

います。 

 下のポンチ絵でいいますと、①番で航空機がぶつかって、②番、一番下ですね、バ

ックアップとして分散している送水車等の対応ということでございます。これが現状

でございます。 

 今回、国から許可が出たものは、それにさらなるバックアップということで、絵で

いうと③番、黄色で示している施設を新たに設置するというものでございます。こち

らは可搬型というものではなくて、ある地点に設置をした常設の設備でございまして、

こういったものを新たに設置するというものでございます。特定重大事故等対処施設

というものでございます。 

 続きまして、４ページをお願いいたします。 

 ４ページは審査の状況でございます。下半分に実績が示してございます。２０１６

年から今年の夏、２０２４年の７月まで三角印が打ってありますけど、審査会合の印

でございます。こういった形で審査が終わっているという状況にございます。 

 続きまして、５ページをお願いいたします。 

 この５ページは、特定重大事故等対処施設の全体概要を示したものとなっておりま
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す。一番左側に、島根２号機の原子炉圧力容器とか原子炉格納容器という説明があり

ますけれども、その右側の部分に赤や青、緑や黄色、赤で枠囲いのものがございます

けれども、こちらがその特定重大事故等対処施設の持つ機能となってございます。一

番上は原子炉減圧操作設備ということで、左側の一番中心部分、原子炉圧力容器がご

ざいます。こちらの中の圧力を下げるという機能を持たせるというものでございます。 

 続きまして、青で示しました水源と注水設備、こちらにつきましては、左側に矢印

が３本ほど伸びておりますけれども、原子炉へ水を入れる。あるいはその真下のペデ

スタルと呼んでいる部分に水を入れる。あるいはその外側を囲っております原子炉格

納容器のその内部のほうに、例えばスプレーをする。そういった形で注水をする機能

を特定重大事故等対処施設には持たせます。 

 また、緑色の部分で、矢印が逆に外に向かっておりますけれども、こちらは原子炉

格納容器圧力逃し装置ということで、格納容器の内部の圧力を逃していく、当然フィ

ルターを持ちながら、という設備となってございます。 

 そして、下の４つですね。黄色と赤でございます。黄色は電源、計装、通信連絡と

いった設備でございまして、一番下は緊急時制御室ということで、島根２号機の中央

制御室というのは既にありますけれども、これとは別に特定重大事故等対処施設を制

御する部分ということで制御室を設けるというものでございます。 

 続きまして、次のページ、６ページをお願いいたします。 

 「原子炉建物と特定重大事故等対処施設の同時の破損防止」というタイトルになっ

てございます。 

 下の絵を見ていただきますと、真ん中に原子炉建物等とございます。こちらが今既

にあります島根２号機と御理解をいただければと思いますけれども、こちらと矢印で

離隔距離を確保という形で、その一番左側、特定重大事故等対処施設という配置でご

ざいます。適合方針という欄に書いてございますけれども、こういった特定重大事故

等対処施設は今あります原子炉建物と、今回新たに設置をいたします特定重大事故等



－10－ 

対処施設が同時に破損することを防ぐということで、必要な離隔距離を確保するか、

あるいはその点線の内側に設置がしてあるとおり、故意による大型航空機の衝突等に

対しても頑健な建物の中に収納するということが求められておりまして、審査の中で

確認を得ているという状況にございます。 

 続きまして、７ページ以降でございますけれども、こちらは先ほど赤とか水色、緑

色ということで説明したものを１枚１枚図に落としたものでございますので、説明の

ほうは繰り返しとなりますので省略をさせていただければと思っております。 

 続きまして、１５ページをお願いいたします。 

 津波防護ということでございます。ページに①番と②番という設計方針が書いてご

ざいます。 

 まず、①番としまして、基準津波に対する防護ということで、その下の絵にあると

おりでございますけれども、基準津波がありましても、敷地の内部のほうに入ってい

くことを防止する。具体的にはこの防波壁が書いてございますけれども、こういった

形で流入を防止することで、敷地の中にあります特定重大事故等対処施設を防護する

ということをやります。 

 また、それに加えまして、敷地に津波による浸水が生じた場合であっても、特定重

大事故等対処施設が必要な機能を維持できるように設計するというものでございまし

て、国の合格が出ているという状況にございます。 

 特定重大事故等対処施設につきましては以上となります。 

 続きまして、１６ページからは、直流電源設備の３系統目の説明となります。 

 １７ページをお願いいたします。 

 ３系統目ということで括弧書きがしてありますけれども、今、島根原子力発電所２

号機には、１系統目、２系統目の直流の電源を供給する設備が既に備わっております。 

 今回許可が出ましたのは、先ほどの特重と同様でございますけれども、さらなるバ

ックアップということで、３系統目の直流の電源設備を設置して、信頼性のさらなる
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向上を図るというものとなってございます。 

 下のほうに絵がございますけれども、１系統目というのが緑色の点々で囲って、廃

棄物処理建物の中にあります蓄電池・充電器を指しております。 

 そして、２系統目は、絵の一番右側に高圧発電機車というものが青で囲ってござい

ます。この高圧発電機車は、交流の電気を供給する設備になっておりますけれども、

高圧発電機車を持って来てケーブルを接続することで、建物の中の交流を直流に変換

する設備を介して、２系統目として直流が供給できるという状況に今既になっており

ます。 

 今回の３系統目はそういったものとはまた別に、図の左側の地下の部分に書いてあ

りますけれども、赤い枠囲いで、蓄電池・充電器でございます。新たに３系統目のも

のを設置し、直流が供給できるようにするというものでございます。 

 続きまして、１８ページをお願いいたします。 

 こちらも、審査の状況を説明したものでございますが、こちらも２０１６年から 

２０２４年３月まで審査が行われておりまして、合格が出ているという状況にござい

ます。 

 続きまして、１９ページをお願いいたします。 

 少し下のほうに細かな絵がございますけれども、できるだけ分かりやすくイメージ

をお伝えしようと思います。 

 この図の一番下に四角が６つございます。左から、原子炉隔離時冷却系機器や、そ

の隣、原子炉隔離時冷却系制御電源、これこれということでございますけれども、こ

ちらが直流で動きます島根原子力発電所２号機の安全設備でございます。こういった

設備に対しまして、普段は交流の電気が、発電所自身の発電機が動いていれば出ます

し、外部電源があればそこから得ることはできますけれども、そういった交流を直流

に変換して、こういった直流の設備に供給することになっていますけれども、そうい

った交流の電源がどうしてもなくなってしまったといった際に登場するのが直流のバ
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ッテリーでございます。薄い黄色で示してありますのが１系統目の蓄電池、バッテリ

ーを示しております。こういったもので直流が供給できるようになっておりますし、

さらには２系統目としましては、薄い緑色でございますけれども、真ん中の上のほう

に高圧発電機車、これを接続するということで交流を供給し、途中充電器といったも

のを介して、交流を直流に変換して、直流を供給できるようにしているところでござ

います。そして今回はさらなるものとしまして、ピンク色で示しました３系統目の直

流の設備を追加して、さらなる信頼性の向上を図るというものとなってございます。 

 続きまして、２０ページをお願いいたします。 

 下のほうにタイムテーブルでの説明がございます。 

 左の上に、外部電源「×」、その下にも「×」とございます。こういった交流を供

給する設備がいずれもなくなってしまった場合には、そのすぐ下、１系統目が機能を

発揮して、直流の電源を供給するということになります。こういったものは基本的に

２４時間供給ができるようになっておりまして、一番下にありますとおり、２４時間

の手前からは２系統目の高圧発電機車を使う形での直流供給がございますけれども、

今回は３系統目ということで、その一つ上の新たなものを設置いたします。万が一、

１系統目の一番下のところに「×」がございますけれども、何か枯渇があった場合に

あっても、３系統目をすぐ供給することで、シームレスに供給可能な形にするといっ

たものとなってございます。 

 続きまして、２１ページをお願いいたします。 

 こちらは今の３系統目の直流設備の設置場所を説明したものとなっております。 

 ２号機の大きな四角い建物がありますけれども、すぐその南のそばの地面の部分に、

今回の３系統目の設備は設置をするという計画でございます。 

 最後、２２ページの説明をさせていただければと思います。 

 実は、直流をはじめ交流の設備、様々なものを設置しておりますけれども、今回そ

ういったものを同じところに置くということではなくて、同時に機能を損なうおそれ
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がないように、位置的分散を図って、今回の３系統目のものも配置をするという考え

の下で、先ほどの配置をするということでございます。 

 私からの資料に基づきます説明は以上とさせていただきます。ありがとうございま

した。 

○角原子力防災室長   

続きまして、防災安全課原子力防災室、角でございます。私のほうから、資料３

について説明をさせていただきます。次第の３番でございます。「特定重大事故等対

処施設等に係る国の審査結果について」でございます。 

 資料３の１ページを御覧ください。 

 先ほども説明がございましたけれども、特重施設はテロ対策施設でございまして、

テロリストに施設の詳細を明かしてはならないという観点で、審査結果の情報公開範

囲には厳しい制限がございます。このため、国は特重施設に関する意見や質問に対し

て慎重に言葉を選ぶ必要がありまして、会議の場でのやり取りだけでは正確な回答が

得られない可能性がございます。こうしたことから、県のほうでは、県の原子力安全

顧問、専門家の方々の御意見も踏まえまして、あらかじめ国に確認すべき項目を整理

して国へ提示することで、可能な限り詳細な審査結果を確認することとされました。 

 今月６日に、県をはじめとしまして、出雲市を含めます関係自治体同席の下で、原

子力規制庁のほうから特重施設等に係る審査結果について説明を受けましたので、そ

の内容を御報告させていただきます。 

 ２ページをお開きください。 

 ２ページと３ページには、確認項目の一覧を記載しております。確認項目は大きく

２つに分類しておりまして、１項目めが特重施設について、２項目めが先ほどもござ

いましたが３系統目の直流電源設備に関する確認項目でございます。これら全２１項

目について、原子力規制庁へ確認した結果を４ページ以降にまとめております。時間

の都合もございますので、項目を絞って紹介させていただきたいと思います。 
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 １枚めくっていただきまして、４ページを御覧ください。 

 特重施設の設計に関する項目のうち、確認項目の２番、こちらは特重施設が地震で

機能を失わない設計となっているかという項目でございます。 

 これに対する原子力規制庁の回答は、地震で機能を失わない設計とする方針である

ことを確認しているという回答でございましたが、確認結果の４ポツ目にありますよ

うに、特重施設は、２号機本体施設の審査で想定した地震、津波への耐性以上の性能

を求めており、機能を失わないことを基準地震動で評価しているものもあれば、それ

以上で評価しているものもあるという説明がございました。 

 次の５ページを御覧ください。 

 特重施設の確認項目３番でございます。こちらは特重施設が津波やその他自然災害

で機能を失わない設計となっているかという項目です。 

 こちらについても、津波やその他の自然災害で機能を失わない設計とする方針であ

ることを確認したという説明でしたが、さらに津波で敷地に一定程度の浸水が合った

場合を仮定しても、特重施設の機能を維持できる設計とする方針を確認したとの説明

がございました。 

 少し飛びまして、７ページを御覧ください。 

 確認項目７番でございます。こちらは原子炉建屋への航空機衝突、それに伴う大規

模な燃料火災を想定しても、緊急時制御室や、事故対応に必要な特重施設の機能が維

持できるかというものでございます。 

 回答は２ポツ目、衝突する航空機の特性として、航空機の機種、進入経路、進入速

度及び燃料の積載量を設定して衝突影響を評価し、特重施設と原子炉建物が同時破損

しないよう距離を確保する。または頑健な建屋に収納する設計とする方針を確認した

というものでございました。 

 ８ページを御覧ください。 

 確認項目８番でございます。特重施設は本体施設で設置したフィルタベント設備と
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は別に、第２のフィルタベント設備を持っている施設になりますが、航空機衝突を想

定した場合にそれを使用することで、どれだけ放射性物質の放出を低減できるかとい

う項目になります。こちらについては、詳細な事故シナリオを明かすことはできない

ということでしたが、放射性物質放出の観点から厳しい事故シナリオを想定して評価

した結果、放射性物質でありますセシウム１３７の放出量は７日間で最大０．０１６

テラベクレルの放出となり、７日間で１００テラベクレルという基準に対して、十分

下回っていることを確認しているとの説明がございました。 

 ちなみに、その１００テラベクレルの基準については、項目８番の（注）のところ

で記載がございますので御確認ください。ベクレルは放射能の強さを表す単位でござ

います。 

 次に、１０ページを御覧ください。 

 ここからは、（２）特重施設の運用に関する項目でございます。 

 確認項目１０番、特重施設の要員確保については、夜間、休日を含め、発電所内に

要員を常時確保すること。要員に対しては、適切に教育、訓練を行うという方針を確

認したという説明がありました。 

 なお、特重施設の要員が何人いて、どこに待機していてというような情報は非公開

情報で回答できないということでしたが、特重施設の要員は原子炉への注水やベント

等の判断が求められることから、判断の責任者は中央制御室の責任者相当以上の能力

を有している者としているとの説明がございました。 

 １１ページを御覧ください。 

 確認項目１２は、特重施設と重大事故対処設備の使用順序が整理されているかとい

うものでして、手順に関する項目でございます。 

 今回の設置変更許可の段階では、特重施設の要員の手順書等を整備する方針等を確

認していること。また、炉心損傷防止も含め事故対応においては、特重施設か本体の

重大事故対象設備かに関係なく、事故収束に最も適切な設備を優先して使用すること
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が重要であり、特重施設の運用開始までにはそれを踏まえ、手順が整備されることに

なるとの回答がありました。 

 なお、中央制御室、緊急時制御室の優先度ですとか、切替えという話は非公開情報

で明かせないということでしたが、設計方針として確認した旨の説明がありました。 

 １２ページを御覧ください。 

 確認項目１３番は、特重施設の訓練に関する項目です。こちらも詳細な訓練内容や

頻度等は、今後審査されます保安規定のほうの審査において確認する内容になります

けれども、今回の設置変更許可の段階では特定重大事故等発生時の原子炉挙動に関す

る知識向上を図る教育訓練や高線量、夜間、悪天候等を想定した事故対応訓練等を行

う方針等を確認したとの説明を受けております。 

 １３ページを御覧ください。 

 ここからは特重施設の設置による安全上の影響ということで、特重施設そのもので

はなく、それが設置されることによる影響について確認した部分でございます。 

 項目１４番は、特重施設が既設の設備に悪影響を与えないかという内容で、これに

対しては悪影響を与えない設計とする方針であることを確認しているとの説明があり

ました。 

 項目１５番は、特重施設の工事期間中に２号機で事故が発生した場合の対応に悪影

響がないかという内容で、建設工事の着工は設計及び工事計画認可後となりますので、

こちらは設計及び工事計画認可の審査において悪影響を与えないことを確認する旨の

説明がございました。 

 項目１６番は、特重施設の運用開始後の話になりますが、緊急事態区分、つまり警

戒事態、施設敷地緊急事態、全面緊急事態、これが緊急事態の区分とされております

けれども、これに該当するかしないかと、その判断にどのような影響を与えるかとい

うものでございます。 

 原子力規制庁からは、それぞれの緊急事態区分に該当するかどうかの判断に、特重
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施設を考慮することを明確化しており、特重施設からの注水や給電といったものが可

能になれば、事故対応に使える設備数が増えるため、住民避難等が必要な事態がより

生じにくくなるとの説明がございました。 

 続きまして、１４ページ以降につきましては、３系統目の直流電源設備に関する確

認項目でございます。 

 １５ページの確認項目４番を御覧ください。 

 こちらについては、多くの設備を給電可能にするということは、電路が複雑になり、

手順が煩雑化することや、施工面も考慮して、単純化したほうがよいと、中国電力が

判断して変更したものであること。 

 また、原子炉隔離時冷却系が機能喪失した場合に使用する同じ機能を持つ設備、高

圧原子炉代替注水系に給電することができれば、炉心損傷防止は可能であることから、

変更後の設計でも必要な機能は満足していると判断した旨の説明がございました。 

 最後のページ、１６ページを御覧ください。 

 こちらは、３系統目の蓄電池の設置高さが他の蓄電池に対して低いということで、

浸水の可能性が他の蓄電池より高いのではないか。対策は確認しているのかという項

目でございます。 

 こちらについては、当該設備は地下格納槽内にあるため、地上部の扉を溢水高さ以

上の場所に設置することで、水の流入を防止する設計とする方針であることを確認し

たとの回答がございました。 

 資料３の説明については、以上でございます。 

○飯塚市長   

それでは、２点、関連があったということで説明をしたところでありますけども、

それぞれに質問等ございましたら、挙手にてお願いいたします。 

 どうぞ。川光委員。 

○川光委員   
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出雲市男女共同参画まちづくりネットワーク会議、川光と申します。２点だけ質

問させてください。 

 重大事故等のときの水源についてなんですが、貯水はされているんですけども、海

水を利用されるのかどうか。もちろん海水を利用すると、設備を傷めるというところ

があるかもしれませんが、重大事故のときは海水も使ったほうが早く解決するんじゃ

ないかと思います。 

 それともう１点ですが、原子炉冷却材圧力バウンダリというのをもう少し詳しく説

明してください。 

 以上です。 

○飯塚市長   

２点、中国電力さんからです。 

○井田副本部長  

 中国電力の井田でございます。お答えをいたします。 

 まず１点目は、海水の利用について御質問がございました。 

 私たち、まずはいろいろな真水を準備して、緊急時には真水を入れるという形の訓

練等をやってございますけれども、最終的には海水のほうも躊躇することなく、海水

の注入の判断ができるように事前に確認をしているということでございまして、おっ

しゃられたとおり、安全のために海水も扱うという手段を持ってございます。 

 続きまして、２点目の原子炉冷却材圧力バウンダリについての説明ということでご

ざいます。少しお待ちください。 

 今の資料でいいますと、資料２の、右上に丸数字でページがあります３ページでご

ざいます。 

 ３ページの絵の真ん中に、原子炉建物がありまして、その内側に原子炉格納容器が

ございます。さらに、その内側に原子炉圧力容器というのがあって、水が入っている

ような絵になっていますけれども、主にこの原子炉圧力容器のその圧力がかかってい
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る境界の部分、この内側の部分が原子炉冷却材の圧力バウンダリというところを指し

てございまして、運転の状態になりますと、大体７メガパスカルという単位を使うの

ですが、そういった高圧の状態になるところでございます。 

 以上でございます。 

○飯塚市長   

ありがとうございました。 

 そのほかに、委員の皆さん、いかがでしょうか。 

 はい、どうぞ。古川委員。 

○古川委員   

大社地域の自治協会連合会の古川といいます。よろしくお願いします。 

 １点だけちょっと教えてもらいたいんですけれど、いろんな普通の災害においては、

今回、国の許可も出たということで、ここに書かれてるようにいろんな対策をしてお

られるんで、全く私なんかは心配してないんですけど、ここの中の一つ、航空機の事

故という分があると思いますけど、恐らく書けないから書いておられないかどうか分

かりませんけど、今の中で一番怖いのが北朝鮮さんによるテロで、ミサイルをここの

原子炉に向かって撃たれる。影響が一番少ないところを狙って、恐らくまた撃たれる

ということになれば、この島根の原子炉というのもかなりの確率で狙われるんじゃな

いかなというふうに一応考えますけど、今の航空機のぶつかりとミサイルの威力とい

うのはまた違うと思うんですよね。そこら辺は当然ここに記載することはできないん

だけど、安全基準の中に入っているものなのかどうなのかというのを知りたいです。 

 以上です。 

○飯塚市長   

中国電力さん。 

○三村本部長   

中国電力の三村でございます。 
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 北朝鮮等の関係の御質問ですけども、まずこの特定重大事故等対処施設、テロ対策

施設の基本的な基準というのが国に定められてございまして、それについては先ほど

来審査の中で説明、審査されてございますけれども、まずは基本的にはそういった大

型の航空機等による故意のテロ対策を念頭に基準が設けられて、それに対する設備設

計をしているということでございます。 

 これに対して、北朝鮮等のミサイルはどうかということでございますけれども、少

なくともミサイルの威力がどうかとか、どのような角度でどういうふうに飛んでくる

かというのは、当然我々も知るところではございませんし、それを前もって想定する

ということはできない状況ではございますけども、実はそもそもテロ対策設備、今回

の基準以前に、まず今回再稼働に必要な新規制基準、これがもともと既にテロ対策を

要求してございまして、それは現在、今回２号の最終的な検査でも国の確認を受けて

ございますけれども、大規模損壊という事故想定をして、それに対して原子炉を冷却

することが可能かどうかという確認をしてございます。これは北朝鮮のミサイル、そ

れから先ほど来出てございます大型の航空機、それからあとロケットで狙われる等、

直接何でということは別にして、何か発電所で今まで想定していない現在の冷却等に

何らかの影響があるというもの全てを捉えて、原子炉を安全に冷却できるようにとい

う、そもそも大規模損壊という、どんな狙われ方、どんな壊れ方をするかというのは

明らかにはできないのですけれども、そういった対応がそもそも求められてございま

して、万が一そういった国外からの戦争等に対する対処につきましても、発電所でで

きる限りの対応が現状でもできるようにと、そういったことはしてございます。 

 また、発電所の原子炉を守るのが第一番でございますけれども、原子炉の圧力容器

の上には約３メートル以上のコンクリートのパネル等が敷き詰めてございます。そう

いったこともございまして、かなりの頑健さは持って対応できるというふうに考えて

ございます。 

 回答は以上です。 
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○飯塚市長   

よろしいですか。 

 次に、どなたか。よろしいですかね。 

 それでは、次のほう、議事進めさせていただきたいと思います。 

 それでは、４番目でありますけど、さっきの特重施設についてはここまでといたし

まして、次に、「島根原子力発電所２号機の再稼働準備の状況等について」、これは

中国電力から説明をお願いいたします。 

○井田副本部長   

中国電力の井田でございます。 

 それでは、資料４を用いまして、説明を始めさせていただきます。 

 右上の丸数字のページでございます。２ページを御覧いただきますと、こちらから

島根２号機の再稼働準備ということで、説明を始めさせていただきます。 

 ③ページをお願いいたします。 

 まずは、安全対策工事完了の御報告でございます。 

 福島第一原子力発電所の事故が発生して以降、自主的な対応も含めて、安全対策の

工事にずっと取り組んでまいりました。途中からは規制の審査を受けながら、内容の

確認を受けながらという対応でございましたけれども、そういったいろいろな設備を

設置したり、改造したりということをやってきておりまして、昨年、２０２３年の春

頃からは、きちんとできているかという設備に対する検査を事業者が実施してきてお

りますし、またそれに加えて、原子力規制委員会が使用前確認という形でチェックを

するという対応に、我々事業者として対応してきたという状況でございます。 

 この安全対策の工事でございますけれども、１０月２８日に、燃料装荷までに行う

必要な検査、使用前確認が全て終了したということをもちまして、安全対策の工事を

「完了」したということで発表させていただいたところでございます。 

 しかしながら、全ての検査が終わったかというと、まだそうではございません。そ
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ういった残るものに一つ一つしっかりと対応をして、一つ一つ確実に進めてまいりた

いと考えているところでございます。 

 ４ページをお願いいたします。 

 こちらは、主な安全対策の工事を少し写真で紹介したものとなっております。地震

対策や津波対策ということで、自然ハザードについてはこれだけではございません。

火山灰への対応、あるいは竜巻への対応、そういったものも少しここにはありません

けれども対応してきてございます。電源確保対策もこういった可搬型のものですとか、

常設のものを新たに設置したり、冷却も様々な形でやっております。こういった形で

安全対策の工事を終わっているという状況で御報告いたします。 

 それでは少し話は変わります。５ページをお願いいたします。 

 こちらは、タイトル、現場シーケンス訓練、それから大規模損壊訓練とございます。

大規模損壊訓練は、先ほど三村のほうからも話はありましたけれども、より大規模な

損壊への対応訓練というものでございます。 

 この現場シーケンス訓練と大規模損壊訓練でございますけれども、下のほうにその

工程表がありますが、ちょうど１０月の終わりぐらいのところに、赤い記載がござい

ます。現場シーケンスと大規模損壊訓練です。 

 １０月９日から１１日、中旬のところで現場シーケンス訓練を実施し、その後、下

旬には、大規模損壊訓練を実施したところでございます。どのような訓練か、この後

説明をさせていただきます。いずれも問題なく終了しているという状況でございます

けれども、こういった訓練は再稼働の手前で一回やったら終わりということではなく

て、今後も毎年毎年実施をするというものとなってございます。 

 それでは続きまして、６ページをお願いいたします。 

 まずは、６ページは現場シーケンス訓練の説明となります。一番上に四角があって、

事故の想定がぽつぽつぽつと箇条書化してありますけれども、原子炉の中の水が配管

の破断で漏れ出してしまうと。原子炉冷却材喪失などのときに、原因は置いといて、
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全交流動力電源喪失ということで、電源も使えないといった非常に厳しい想定の下訓

練をしてございます。 

 また、この想定は、規制委員会による島根２号機の再稼働の審査の中で、我々がこ

ういった厳しい想定の事故にもきちんと対応できるということで説明をして、合格を

得ているものでございますけれども、そういったきちんと審査の中で我々が約束をし

た対応が、実際に現場のほうで現場の機器を使って、重装備をした上でもしっかりと

所定の時間内にできるかといったものを確認したものとなってございます。 

 一番下に写真があって、その上に表がございますけれども、ここには主な訓練内容

ということで、４項目ほどございます。 

 一番上でいいますと、低圧原子炉代替注水槽への補給は審査の中で、２時間１０分

でやりますということで約束をしたものでございます。その下の給油も２時間３０分。

一番下は窒素ガス補給で２時間ということで、審査の中で説明しているものでござい

ますけれども、こういったものを今回訓練の中で、現場で実機を使って確認をした結

果が一番右側の欄となっております。訓練結果は、審査の中で約束をした時間内にで

きるということを確認しているというものでございます。 

 これはちなみに、代表の班でやっておりますけれども、基本的には１５班、どの班

も対応できるように準備をしておりまして、実際の訓練では代表の班が実施をしたと

いうものでございます。 

 続きまして、７ページをお願いいたします。 

 ７ページは大規模損壊訓練でございます。 

 大規模損壊ということで、今回はその制御室建物という中央制御室を収めた建物で

ございますけれども、そこに航空機が衝突をし、中央制御室が使えなくなる。またそ

の中にいた運転員も対応ができなくなると。また航空機による燃料による火災が発生

するというシナリオの下、実際の訓練の際には事前にシナリオが明かされることなく

訓練を実施したものとなってございます。 
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 緊急時対策所、この写真でいいますと左上になりますけれども、そういった内部で

の対応戦略の確認、それから現場への指示を行い、そのほかの３つの写真は現場にな

りますけれども、現場では右下のように、これは消火のルートを確保するための重機

ですね。ホイールローダを使った瓦礫撤去の訓練をしたり、消防車、あるいは放水に

よる消火活動の訓練を実施しております。 

 訓練の結果、手順に従って、緊急時対策所においては的確な対応操作の選択ができ

る。あるいは緊急時対策所と現場の要員の連携が図られているということを確認した

ところでございます。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。 

 少しまた話は変わります。こちらは、今の島根２号機の起動に向けました準備状況

の説明となります。 

 燃料装荷の実績ということで、こちらは１０月末から１１月の頭にかけて、約１週

間をかけて実施をしております。 

 下の右側に絵がございます。燃料プールの底に使用済燃料貯蔵ラックというものが

ございまして、この中に燃料が１本１本立って収納されております。ここから上にあ

ります燃料取替機、これが１本１本燃料集合体を引き上げて、横移動して、さらに原

子炉の炉心と書いてあるところに１体１体納めるという作業を１週間かけて実施をし

たものとなってございます。 

 続きまして、９ページをお願いいたします。 

 上半分が再稼働工程のイメージと、下半分がそれぞれの工程の説明書きとなってご

ざいます。 

 今、８ページ御覧いただきました燃料装荷は、ちょうど１０月から１１月にかけた

ピンク色の部分でございます。 

 現在はその右隣、起動前準備という状況にございます。下に説明がございますけれ

ども、原子炉の中の構造物、あるいは原子炉圧力容器、今上がまだ蓋がオープンな状
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態ですけれども、そういった蓋をしていくなどの作業をしているという状況にござい

ます。 

 今後でございますけれども、その隣には、オレンジ色で起動試験という欄がござい

ます。これは原子炉を起動するという状況のものでございまして、制御棒といったも

のを引き抜くことで、原子炉の温度を上げていって、蒸気を発生させていくという状

況になります。そういった状況の上で、さらに設備や機械の点検、検査を進めていく

という状況が起動試験でございます。 

 なお、その起動試験の間に、中間停止という灰色の部分がございますけれども、こ

ちらはほぼ１３年ぶりの稼働ということで、停止の期間が長くなっておりました。こ

ういったことを踏まえまして、一旦起動しましてもまた止めて、設備の点検や清掃な

どを実施して、万全を期すというプロセスを計画してございます。 

 そして、そういったものが終わりましたら、また起動いたしまして、オレンジ色で

すね、発電機を並列して発電をしていくという状況になります。 

 起動試験の隣に、調整運転ということで、出力がフルパワーになった後も、プラン

ト全般、非常にいろいろな設備がございますけれども、それぞれが安定して運転がで

きているかということをずっと確認をしていくという期間でございます。たくさんの

データを取ったりしていくという状況でございます。 

 そして、そういった期間を経まして、来年の予定でございますけれども、総合負荷

性能検査という最終検査を実施し、原子力規制委員会の確認を得た上で、合格ならば

営業運転を始めるというプロセスを踏んでまいります。 

 繰り返しになりますけれども、立ち止まることも含めて、目の前のステップを一つ

一つ確実に進めてまいりたいと考えております。 

 １０ページをお願いいたします。 

 こちら参考ということで、再稼働に係る公表予定というものでございます。 

 上半分に今説明した工程があって、下半分には三角形を上下ひっくり返した印があ
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りますけれども、この三角形の印のタイミングで公表をしています。例えば先ほど申

しました安全対策が終わりました、燃料装荷を始めました、終わりましたということ

を、これまでも公表しておりますし、また今後も原子炉の起動、臨界、そういった主

要な節目節目でお知らせをしていく予定でございます。 

 また、一番下には黄色で太い矢印が１本引いてありますけれども、週報ということ

で、毎週毎週ウイークリーのそういったタイミングで実績と予定、実績と予定という

形で公表をしているという状況にございます。 

 １１ページをお願いいたします。 

 女川原子力発電所２号機の原子炉停止についてというシートを１枚入れております。 

 女川原子力発電所２号機、これは東北電力の今再稼働を進めているプラントで、発

電が再開をされている発電所でございますけれども、先に１１月４日に、少し途中、

原子炉停止をするといったことがございました。このことにつきましては、その後東

北電力から、１１月１１日にまたきちんと何があったのか、原因は何だったのか、再

発防止の対策が発表されております。 

 私たち中国電力も、こういった自分たちのところで起こった故障だけではなくて、

他社の発電所で起こったことにつきましても、常に見ているところでございますけれ

ども、当社としましても、東北電力で起こったことを踏まえまして、同じことを島根

で絶対起こさないということで、再発防止を取ってやってまいる所存でございます。 

 最後にすみません、１２ページをお願いいたします。 

 少しまた話替わります。六ケ所の再処理工場の竣工延期について、御報告をさせて

いただきます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 私たち島根１号機の廃止措置を進めておりますけれども、その説明の中で使用済み

の燃料につきましては、こちら再処理工場のほうに持っていくというお話をしており

ます。そういった中で、六ケ所の再処理工場の竣工時期は２４年の上期ということで
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御説明をさせていただいたところでございますけれども、このたび日本原燃、再処理

工場の審査に時間がかかっているということを踏まえまして、新たな竣工目標を２０

２６年度中といったことが発表されたところでございます。 

 １４ページをお願いいたします。 

 設工認の審査を今受けているところでございますけれども、この中で、地盤のモデ

ルの見直しをして審査で説明をし直すということを御判断されたものでございます。 

 最新のデータを活用して、基本地盤モデルといったものを見直して、その地盤の上

に乗っています設備、建屋の全てのものを再評価するという判断をされているという

状況にございます。 

 写真がございますけれども、これが再処理工場の全体像でございます。正確な数字

ではございませんけれども、島根２号機の設備の３倍、４倍ぐらいの物量のある、非

常に面的に広大な敷地に多数の施設があるところでございまして、設備が相当多いの

が再処理工場というところでございまして、こういった点もあって、少し説明に時間

を要するといった判断をされているというところでございます。２５年度中まで審査

が必要だということでございます。 

 その後、検査等もありますので、そういったものを踏まえて、２６年度中の竣工と

いう発表がなされているという状況にございます。 

 最後、１５ページをお願いいたします。 

 こちらは、私ども島根１号機の廃止措置の説明をした図でございます。 

 現在は左から２番目、赤枠のステップにございます。第２段階ということで、この

中に燃料の搬出・譲渡しという項目がございます。こちらを２０３５年度までに実施

をしまして、次のステップに進みますということで計画をしております。 

 この再処理工場の竣工が少し遅れることで、今の燃料を出すタイミング、スタート

まで少し遅れる可能性がございますけれども、私どもの計画につきまして、少し余裕

といった時間も見ているところがございますので、この我々島根１号機の廃止措置の
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工程を、現時点で見直す必要はないと考えているところでございます。 

 なお、再処理工場は、やはり使用済燃料を再処理してリサイクルして使うという、

核燃料サイクルの中心的な設備でございますので、引き続き安全を最優先に、私ども

としましても、早期の竣工、円滑な建設に向けて、しっかりと支援をしていきたいと

考えているところでございます。 

 説明は以上となります。ありがとうございました。 

○飯塚市長   

ありがとうございました。 

 それでは、２号機の再稼働の準備の状況等についてということでありました。質問

等ある方は、挙手の上、お願いいたします。 

 どうぞ、平井委員。 

○平井委員   

木綿街道振興会の平井と申します。観光関係の立場で参加させていただいており

ますが、１２月７日に原子炉起動という予定なんですが、そのことで観光という立場

から言うと、２つ心配なことがあるなっていうのを感じていて、稼働すれば原子炉の

事故が発生するという可能性が出てくるんですけれども、そのときに観光客の皆さん

はどういう経路で帰宅になるのかっていうようなことが、割と今、現在はざっくりと

した形でしか示されていないんじゃないかなっていう気が私はしていて、安全に帰宅

なさればいいんですけれども、その間で恐らく観光施設のほうに寄られるとか、屋内

に避難してくださいっていうことを、じゃあどこに寄ればいいのか、宿泊施設にずっ

と滞在していればいいのか、いろんなことが観光客の皆さんの動きがどのようにすれ

ばいいのかっていうことがあんまり示されていないのかなって思うので、その辺り、

地元に住んでいらっしゃる方は避難場所がここでとか、ここでバスに乗ってどこに避

難するみたいなことは分かっていても、観光客の方には情報が届きにくいので、そう

いうところをもう一度確認していただければなというふうに思います。 
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 あとそれから、稼働したこと自体で、風評被害っていう観点から見たときですけれ

ども、稼働したこと自体がもう既に、島根原発は稼働したから何かあるといけないか

らっていうことで、出雲とか、島根県への旅行を考えられる、控えられる方もあるの

ではないかなという気はしています。 

 あと、この特重施設の報告の中に、設置の地盤が安全であるみたいなことが確認さ

れたっていうようなことがあったり、あと特重施設の設置によって、できるだけ判断

に住民避難が必要な事態になりにくいっていうことが出てきたりしたので、特重施設

の設置によって、安全はより高まったのかなということはすごく感じられたんですけ

れども、それを日本全国の皆さんというか、出雲に観光に来られる皆さんとかにもう

少しきちっと稼働に当たってお知らせ願えると、観光客をお迎えする立場としてはう

れしいのかなっていう気がいたしました。 

 以上です。 

○角原子力防災室長   

防災安全課原子力防災室の角でございます。御意見ありがとうございました。 

 まず、観光客の方の万が一の際の避難でございますけれども、こちらも避難計画の

ほうに定めてございまして、まず原子力災害のほう、今日説明の中でも出ましたが、

緊急事態の段階を設けておりまして、警戒事態、施設敷地緊急事態、全面緊急事態と

いうふうに、その状況を踏まえて段階を設けております。観光客のように、一時滞在

をされている方につきましては、もうこの警戒事態の段階、何らか、島根原子力発電

所でトラブルが起きたと、そういった段階で帰宅を要請する広報を始めます。ですの

で、またその放射性物質が放出してるとか、その後事故が拡大する状況があるとか、

そういった状況がなくても、早めのところで情報提供をして帰宅を促していくという

流れになります。先般の原子力防災訓練も行いましたけれども、エリアメールを流さ

せていただきました。あれはこの範囲内、市内にいらっしゃる方全員のところに無条

件で配信されます。そういったものも活用して、避難情報を適時流していくという流
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れで対応するということにしておりますし、また観光協会さんのほうにもお世話にな

りますけれども、そういった災害情報については、観光関連の団体の方等へも、観光

課を通じて情報提供することにしておりますので、そういった情報も踏まえて対応い

ただければというふうに思っております。 

 また、風評被害のお話がありましたけれども、そうした風評被害が発生しないよう

に、どんな小さなトラブルであっても、しっかりと事実を住民の方に説明していくと

いうことが大切だと思っておりますので、その辺は丁寧に説明をしていきたいという

ふうに思っております。 

○平井委員   

いいですか。報道のされ方によっては、あまり詳しくやり過ぎるといろんなこと

が考えられる方もいらっしゃるので、その住民の皆さんへの説明っていう観点のもう

一つに、そういう風評被害を感じる方、観光施設もあるっていうことを頭に置いた報

道の在り方をお願いしたいと思います。 

○飯塚市長   

ほかに。どうぞ。川光委員。 

○川光委員  

 すいません、今日のちょっと議題からそれるかもしれませんけど、何日かの読売新

聞のほうに、島根原発から人件費年５億円、中電から自治体へ負担ということで、 

１億６，０００万でしたかね、というような記事を読んでて、ちょっとそこがどうい

うふうになっているというか、どこにどういうふうに人件費が行くのかなっていうの

をすごく感じて、ちょっと私もいろんな会議に出たら、そういう話題が出てきたので、

今日この会議があって、ちょっと今日の議題とは外れるかもしれませんけど、説明で

きればお伺いしたいなと思います。 

○角原子力防災室長  

原子力防災室の角でございます。 
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 先般報道された人件費への負担、中国電力さんの負担ということでございますが、

現在、県のほうが核燃料税ということで、中国電力のほうに原子炉に装荷されたその

燃料の状況に応じて、税のほうを課税しております。これの一部を現在、松江市、出

雲市、安来市、雲南市のほうにも配分を受けておりまして、我々担当職員の人件費で

ありますとか、もしくはその訓練であるとか、防災資機材や備蓄食料、そういったも

のへの費用に充てさせていただいております。 

 今回あった人件費の報道につきましては、その核燃料税の交付金、これまでいただ

いていたそのものに加えて、本来国がしっかりと財政措置すべきものではありますけ

れども、現在、我々出雲市のような、その周辺自治体には国から直接来るような交付

金はございませんので、県のほうが中国電力のほうと交渉をして、人件費部分を負担

いただこうという交渉をされた結果だというふうに受け止めておりまして、現在ちょ

っと詳細についてはまだこちらも説明を受けておりませんので、これから説明を受け

たいと思っております。 

 以上でございます。 

○飯塚市長   

どうぞ。有田委員。 

○有田委員   

原発のない社会をめざす出雲市民の会の有田と申します。私は、この環境安全対

策協議会という会そのものについて、少し御意見を述べたいと思います。 

 この会は、確かに安全対策ということが非常に重視される会ではありますけれども、

安全に運転するということは確かに大事なことです。しかし、今では安全だけでなく、

地球の環境破壊、自然破壊が最も重要なことになっているんじゃないかと思っていま

す。そういう意味で原発のことについて発言をしたいと思いますが、今、国連の会議

で、気候変動に関するＣＯＰ２９という会議が開催をされています。地球の温暖化防

止が目的です。日本の政府も２０５０年までにＣＯ２の実質排出ゼロを目指す、いわ
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ゆるカーボンニュートラルを目指すということになっています。そこでＣＯ２を排出

することを抑えるという点から、ＣＯ２を出さない原発の活用という動きになってい

るのではないかというふうに思いますが、果たして原発に頼ることがＣＯ２を削減す

ることにつながるでしょうかという疑問です。原発は核エネルギーを作り出す点では

ＣＯ２を出さないかもしれません。しかし、原発を動かすためには鉱物の採掘、搬送、

濃縮、使用済核燃料の処分など、多くの過程でエネルギーを必要とします。そして、

さらにその運用には代替発電装置、例えば１年間に１回は長期間にわたって休止しま

すから、その間を補うような大きなエネルギー装置が必要になってきます。 

 また、夜間、原発を止めるというわけにはいきませんから、その間の発生する電力

については揚水発電所のような様々な設備、装置が必要となり、エネルギーを消費し、

ＣＯ２を出しています。そして一番大事なことは、使用済核燃料の保管には何万年も

の期間を要し、そのためにエネルギーを必要としています。こうして考えると、原発

がクリーンな発電装置だとは言えないと思います。今、世界は再生可能エネルギーの

導入にかじを切っています。我が国はその導入実績でも諸外国から取り残される状況

になっています。さらに、巨大出力を持つ原発が動き始めれば、電力が余り、出力抑

制が行われ、ますます再生可能エネルギーの導入が抑えられることになるのではない

でしょうか。 

 こうしたことから、私は、原発は一度事故を起こせば避難することは大変困難でも

あり、直接人命に関わることになり、たとえ事故が起きなくても、使用済核燃料の保

管方法、保管先が決まっておらず、使い続けることは究極の後世負担と言えるのでは

ないかと思います。したがって、この危険なものを使い続けるのではなく、また使用

済核燃料が増え続け、世界の問題になる前に、今こそ再生可能エネルギーへ転換すべ

きではないかというふうに考えます。 

 以上です。 

○内藤防災安全部長   
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防災安全部長の内藤でございます。 

 有田委員の御意見につきましては、一つの御意見として承りたいと思います。合わ

せて、市としても、再生可能エネルギーの推進等もしておりますし、原発の推進につ

きましては、国の推進の立場というところを踏まえて、市としても動いているところ

でございますので、御意見としては賜りたいと思います。 

○飯塚市長 

出雲市が脱炭素カーボンニュートラルに向かっていくということは二、三年前に

カーボンニュートラル宣言をしましたので、その点においては今の国のそのロードマ

ップに沿った、先ほどおっしゃられた２０５０年、実質ＣＯ２排出量ゼロというのを

目指して取り組むということでありまして、それぞれに昨年度、環境の基本計画も作

成した中で、様々な方、市民の皆さん、企業の役割、そして教育、様々な点でそれを

目指していこうという目標も立てておりますし、それぞれの協議会の中でその脱炭素

に向かって取り組んでいくということでありますので、その辺はしっかりと進めてい

きたいと考えております。 

○倉塚委員   

出雲すこやか会の倉塚です。 

 私たちは引き籠もっている方々や不登校や貧困に陥ってる方々、若い人たちに中間

就労を提供する活動を続けております。 

 最初に私の考えを言えば、やっぱりまだ福島の事故以来、緊急事態宣言中であると

いうことや、先日のニュースでは福島のまだ核燃料、溶け落ちた核燃料の取り出しが

まだ少しもできてないし、状況も把握できてないという中で再稼働されるっていうの

はちょっと考えられないし、それには強く反対します。 

 それと、今日の説明で感じたことは、福島事故以来。やはりあの事故に踏まえた対

策をどんどん新しい設備をしたりしておられますけれども、今日はなかったですけど

も、会のたびに何か点検漏れとか、何か事故があったとかっていう報告が必ずあった
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わけですけれども、設備が増えればまた点検しなければならないところも増え、それ

をすごく懸念します。 

 それと共にもう一つ、今日のあれで、女川原発の不具合っていうか、事故のことが

書いてありましたけれども、島根原発２号機は多分女川と同じ沸騰水型ではないかと

思いますけれども、そのこともすごく心配します。お願いします。 

 それともう一つでした。一番言わなければならないのは、引き籠もっている方々の

避難ですけれども、この間、福島のニュースだったんですけれども、津波が来たとき

に引き籠もっている人がもう絶対動かないって。まずそれってよくあることだと思う

んですけれども、お母さんが幾ら説得しても避難しないって言われたんですよ。それ

で結局親子共々命を奪われたわけですけれども、そういう方々に対して、どういうふ

だんからメッセージを出して、放射能を被爆したらこういうリスクがあるんだよとか、

そういうことをやっぱり話しておかないと、自分が動くきっかけがつかめないんじゃ

ないかなと思いました。津波のように見えるものでもそういうふうに動けない人がい

るので、放射能のように見えないものに対して、どう説明していくかっていうことが

一つ課題だなというふうに思っております。 

 それとやっぱり社会として、さっき観光の方がおっしゃいましたけども、誰一人取

り残さない、そういう防災であってほしいなと思います。よろしくお願いします。 

○三村本部長   

それでは、設備の安全性に関する関係については、私、三村のほうから御回答さ

せていただきます。 

 設備がいろいろ増えて、その運用管理がより大変になってくるのではないかという

御指摘かと思います。実際におっしゃられるところがあろうかと思います。 

 設備が増えることと、それからそれによって設備のメンテナンスとかが増えるとい

うのもあるのですけれども、どういった機器をどういう順番で使っていけばいいのか

という、そういった手順も複雑になるのではないかという御懸念も、そういった声も
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既にいただいております。それに対しましては、我々しっかりマニュアルを整備して、

今日、井田のほうから御説明させていただきましたように、あらゆる訓練を通して、

そういった機器の使用の順番ですとか、そういったものに迷わない、そういった手だ

てをいろいろ取って、それを国にも確認をしていただいたわけですけれども、そうい

ったいろいろ御懸念があるのも我々も十分承知をしてございますので、しっかり運転

員、設備を運用管理する、そういった要員の教育訓練もしっかりするということを考

えてございます。 

 また、女川の件もございました。同じ沸騰水型ということで、女川に次いで、当社

が稼働できれば福島以降２番目の稼働ということになろうかと思います。 

 今年はちょうど島根１号機が営業運転を開始して５０年の節目の年でございます。

これまで１号機の建設の話があって以降でいいますと、６０年にわたって地元とお付

き合いをさせていただいて、受入れをいただいているところでございます。これまで

島根１号機、２号機、運転の成績としては、非常にいいプラントでございました。そ

ういった伝統をきちんと守って、今後も安全第一で運転でき、皆様方の信頼が得られ

るように、そこはしっかり引き続き努めていきたいと考えてございます。 

 設備関係は以上でございます。 

○内藤防災安全部長  

 防災安全部長の内藤でございます。 

 倉塚委員の引き籠もっている子供たちへの支援等につきましては、我々としても、

島根県、そして自治体の松江市、そして周辺自治体、これらと連携をして、共に課題

を共有して、マニュアル等を作っていくと。そしてそういったものを周知していくと

いうものを、出雲市だけではなくて、関係自治体とも連携をした取組を進めていく必

要があるかなと思っておりますので、取り組んでいきたいと思います。 

 合わせて、先ほどの観光の避難につきましても、単なる計画に乗っとるだけではな

くて、さらに踏み込んだマニュアルみたいなものも必要かなとも思っております。そ
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れから、観光関係、そして福祉関係の皆さんとも連携をして、取組を進めていきたい

と思っております。 

 以上でございます。 

○飯塚市長   

ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいですかね。 

 ありがとうございました。 

 様々な視点から御議論いただきまして、ありがとうございました。 

 冒頭申し上げたとおり、この島根原発２号機に係る特重施設の設置については、先

ほどいただきました御意見を踏まえて、中国電力や県に対して、出雲市の意見を提出

していきたいと考えております。 

 また、島根原発２号機の再稼働に向けた工程は最終段階に入ってきているという説

明もあったところでございます。何度も安全第一ということで、それを踏まえての次

の段階へ進まれるということでありますので、その辺はしっかりと肝に銘じていただ

いて、取り組んでいただければと思っているところでございます。 

 引き続き、また皆様方には会議の招集等することもあろうかと思いますけれども、

またそれぞれ御出席賜りますようお願いを申し上げます。 

 それでは、議長を降りさせていただきます。慎重に議事運営に御協力いただきまし

て、誠にありがとうございました。 

○内藤防災安全部長   

以上をもちまして、第１７回出雲市原子力発電所環境安全対策協議会を終了いた

します。 

 長時間ありがとうございました。 


